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実習生氏名  ：                     

 

 

臨床実習施設名 ：                   

 

 

臨床実習指導者氏名：                  

 

 

 

 

 臨床実習期間 

   

自 平成   年   月   日 

 

至 平成   年   月   日 

 

 

 

 

 

国際医療福祉専門学校 七尾校  

作業療法学科 
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成績評価基準 

 

A 各項目は 4点満点とし，全体として１００点満点になる。 

各項目の評価基準は以下の通りである。 

 

 4  判断力・適応力もあり少しの助言で目標に到達できた。 

 3  知識・技術はあるが，臨床に適応させるための助言・指導があれば目標を達成 

できた。 

 2  知識が断片的で技術も未熟であるが，多くの助言・指導があれば目標を達成で 

きた。 

 1  多くの助言・指導を得ても，目標を達成するには不十分である。 

 0  多くの助言・指導を得ても，目標を達成することができない。 

 

B 臨床指導者の評価は，各項目の合計点とする。 

ただし，評価を実施できなかった項目がある場合には，その項目を除いて１００点満点に換

算する。 

 

合計点 臨床実習者評価の段階 合 否 判 定 

100〜80 優     

   79〜70 良 合 格 

69〜60 可     

59〜 0 不 可 不合格 
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Ⅰ 評価方法の選択および実施      

評価項目 評 価 

1.対象者の疾患に関する専門基礎科目の知識

を列挙できる。 4 3 2 1 0 

2.対象者に適切な情報収集・検査・測定を           

 選択できる。 4 3 2 1 0 

3.対象者の評価手順（実施順序）について           

 の計画を立てることができる。 4 3 2 1 0 

4.情報収集・検査・測定の目的，方法など           

 について適切な説明ができる。 4 3 2 1 0 

5.選択した評価法を指導者の指導の下に適切

な方法で実施できる。（オリエンテーション，

安全面，準備，後片づけ） 4 3 2 1 0 

6.評価の内容や結果を記載でき，口頭で説           

 明できる。 4 3 2 1 0 

指導者コメント欄 小計         

            

        

  

       

        

            

      

Ⅱ 障害像の整理とOTゴールの設定      

評価項目 評 価 

1.評価の結果をふまえて障害像をまとめる           

 ことができる。 4 3 2 1 0 

2.収集した情報と合わせて対象者の問題点           

 を列挙できる。 4 3 2 1 0 

3.リハビリテーションゴールを理解した上           

 でOTの到達目標を設定できる。 4 3 2 1 0 

指導者コメント欄 小計         

            

        

        

        

            

Ⅲ 治療計画の立案      

評価項目 評  価 

1.到達目標を達成するために具体的なOTの

治療目的を設定できる。 4 3 2 1 0 

2.OTの治療目的を達成するために治療手段

を選択できる。 4 3 2 1 0 

3.対象者に合わせて治療手段の実施順序や段

階付けを列挙できる。 4 3 2 1 0 
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指導者コメント欄 小計         

            

        

        

  

       

            

      

Ⅳ 記録，報告      

評価項目 評  価 

1.毎日必要な記録を作成できる。（実習記           

 録，カルテ，評価に関する記録等） 4 3 2 1 0 

2.必要な記録を期限内に提出できる。           

  4 3 2 1 0 

３. 指導を受けて記録を修正することができ           

 る。 4 3 2 1 0 

指導者コメント欄 小計         

            

        

        

        

            

      

      

      

      

      

      

      

Ⅴ 職業人としての適性      

評価項目 評  価 

1.実習中に対象者の秘密保持を行うことが 
4 3 2 1 0 

 できる。 

2.患者，家族の気持ちに気づくことができ 
4 3 2 1 0 

 支えようと努力できる。 

3.対象者・職員と適切な関係を持つことが 
4 3 2 1 0 

 できる。（挨拶，会釈，態度など） 

4.職場の環境整備に気を配ることができる。 
4 3 2 1 0 

 （控室，OT室の準備，後片づけ，掃除） 

5.作業療法に対する探求心，意欲および創 
4 3 2 1 0 

 造性を持つよう努力している。 

6.学んだ基礎知識を臨床実習に関連づけようと

努力できる。 
4 3 2 1 0 

7.職業人，実習生としての基本的規則など 
4 3 2 1 0 

 を守ることができる。 
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8.課題を期限内に遂行することができる。 4 3 2 1 0 

9.必要に応じて指導を求めることができる。 4 3 2 1 0 

10. 指導や学生自身の自発性により学生 
4 3 2 1 0 

   自身の行動を変容できる。 

指導者コメント欄 小計         

            

        

  

       

        

            

      

   合    計 

       

        

        

        

        

         

      

      

Ⅵ 本学生の実習中の印象を要約して下さい。また，その他お気づきの点が  

  ありましたら、ご意見をお書き下さい。      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 日付 平成  年  月  日 

      

                実習指導者署名    印 
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Ⅶ 学生の反省と感想      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

 

 

 

 

 

      

      

      

      

      

                日付 平成  年  月  日 

      

         学生署名    
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Ⅷ 学内（セミナー）評価      

評価項目 評  価 

セ ミ ナ ー の 参 加 １. 出  席    ２. 欠  席  

         

参  加  の  状  態 １. 問題なし   ２. 問題あり  

  コメント     

         

         

         

         

提   出   物 １. 提  出   ２. 未提出 

  コメント     

         

         

         

         

        

         

備       考        

         

         

         

         

         

      セミナー点 

        
／10 

          

   

臨床評価実習 

総合成績 

        

        

／100 
     

     

      

 担当教官名       

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 


